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内　　容　（対象年齢等）定員開催日教　室　名
ヨガの基本動作と呼吸法を行い、美しい心
と体をつくります。筋力や柔軟性も養って
いきます。運動量としては少し強めです。

先着２０人
１０月２１日（水）
１０時～１１時

スピリチュアル
ヨーガ

格闘技エクササイズ（有酸素運動）と筋力ト
レーニングを行います。
（４０代から５０代の人にお勧めです。）

●出来るだけ継続して出席できる人

先着２０人
１０月３日（土）
１０月１０日（土）
１０月１７日（土）
１０月２４日（土）
１０時～１１時

男の
トレーニング教室

腹式呼吸や腹式発声をすることにより、腹
筋を強化し、口や舌のストレッチを行いま
す。
（どなたでも参加できます）

先着２０人
９月３０日（水）
１３時３０分～

１４時３０分

ボイス
トレーニング

シェイプアップしたい人を対象に、リズム
体操・バランスボール等を利用し理想の体
型を目指します。
（どなたでも参加できます。）

●出来るだけ継続して出席できる人

先着２０人
１０月６日（火）
１０月１３日（火）
１０月２３日（金）
１０月３０日（金）
１１月６日（金）
１１月１３日（金）
１１月２０日（金）
１１月２７日（金）
１３時３０分～

１４時３０分

シェイプアップ
教室

健康を考えた食事づくり（調理実習含）
先着２４人
９月４日（金）
１０時～１３時

ヘルシークッキン
グセミナー

海を感じながらフラダンスで美しく健康づ
くり４回で１曲踊れるように指導します。
（どなたでも参加できます。）

●出来るだけ継続して出席できる人

先着２０人
９月３日（木）
９月１０日（木）
９月１７日（木）
９月２４日（木）
１０時～１１時３０分

※体験フラダンス
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リハビリ相談会

　リウマチやパーキンソン病、脳梗

塞等で運動機能の低下があり日常生

活上お困りの人、介護保険や病院で

リハビリを受けるほどではないけれ

ど、家庭で出来るリハビリを知りた

い人等を対象に、理学療法士による

個別相談を実施します。

日時　１０月６日（火）　１３時３０分～１５

時３０分（１人３０分程度）

場所　保健センター

定員　４～５人

対象　おおむね４０歳～６４歳で、介護

保険サービスを受けていない人。

講師　理学療法士

申込　保健センターに電話で。

健康増進事業のご案内

　９、１０月開催予定の教室参加者の

募集をします。右表のとおりですの

で、参加希望者は、保健センターま

でご連絡ください。多くの参加をお

待ちしています。

＊定員になり次第締め切ります。参

加希望者が、極端に少ない場合

は、開催を見合わせる場合もあり

ますので、ご了承ください。

▼健康増進事業一覧

　葉山町では、５月１日に定額給付金及び子育て応援特

別手当の申請書を各世帯へ発送し、５月下旬より給付し

ています。

　まだ申請をされていない人は、随時申請を受け付けて

おりますので、下記まで申請してください。

■定額給付金に係る申請

　庁舎２階　企画調整課（�内線３３２）

■子育て応援特別手当に係る申請

　庁舎１階　子ども育成課（�内線２２３）

※郵送による申請の場合、平成２１年１１月９日（月）消印

有効です。

※期限を過ぎると定額給付金及び子育て応援特別手当が

受給できなくなりますので、お早めに申請してくださ

い。

申請期限は平成２１年１１月９日（月）までです

定額給付金及び子育て応援
特別手当の申請はお済みですか？

※体験フラダンスのみ港湾管理事務所（３階）で開催します。（その他はすべて保健
センターでの開催です。）
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葉山警察署からのお知らせ  　　　　　　　　　　　　　　　 �876－0110

●交番・駐在所の巡回連絡にご
協力を

　皆さんの身近にある交番や駐在所

で勤務する警察官は、犯罪や事故の

ない、安全で平穏な明るく住みよい

街づくりのため、パトロールや１１０

番通報等による事件、事故の処理に

あたっています。また、地域の皆さ

んの要望・意見をうかがう活動の一

つとして、会社や自宅を訪問する

「巡回連絡」もしています。

●巡回連絡とは？

　巡回連絡とは、地域警察官が皆さ

んの会社や自宅を訪問して、その地

域の犯罪や交通事故の発生状況、犯

罪などの予防に必要な地域安全情報

を提供するほか、警察に対する要望

や意見をうかがう活動です。安全で

平穏な、明るく住みよい街づくりを

目指しています。

　警察官がうかがった時は、お気軽

にご相談ください。

●どんな情報を提供してくれる
の？

・ひったくり、車上ねらい、振り込

め詐欺などについて。

・人身事故の発生状況について。

など、地域の犯罪や交通事故の発生

状況等の地域安全情報を提供しま

す。

●どんな相談を受けてくれる
の？

・子どもに不審な人が声をかけてい

る。

・痴漢やストーカーの被害にあって

いる。

・暴走族や迷惑駐車で困っている。

・子どもの非行や家庭内暴力などで

悩んでいる。

・覚せい剤やシンナーを乱用してい

る人がいる。

・暴力団に脅されたり、嫌がらせを

されたりしている。

などの相談を受け付け、地域の問題

の解決につとめます。

●「巡回カード」の記入にご協
力を

　巡回連絡の時に、地域巡回カード

の記入をお願いしています。この

カードは、迷子・高齢者を保護した

時の連絡や、事故・事件、災害など

の非常のときに、家族などへの連絡

をするために役立つものです。カー

ドの作成にご協力をお願いします。

●国際テロの未然防止にご協力を

　平成１３年９月１１日の同時多発テロ

以降、世界各国でテロ対策が強化さ

れているにもかかわらず、依然とし

てイスラム過激派等によるテロが世

界各地で発生しています。

　我が国は、アル・カーイダをはじ

めとするイスラム過激派から米国の

同盟国とみなされており、オサマ・

ビンラディンが発したとされる声明

等において、テロの標的として名指

しされています。

　来年には横浜市でＡＰＥＣが開催

されることが決定しており、参加国

の元首等が多数来日します。このよ

うな重要会議を狙って、我が国がイ

スラム過激派等によるテロの標的と

なる可能性があります。

　これまでにも平成１７年７月イギリ

スのグレンイーグルズ・サミット開

催中、同国の首都ロンドンにおいて

地下鉄等の公共交通機関を標的とし

た同時多発テロ事件が発生してお

り、重要会議を直接狙うだけでな

く、公共交通機関等を狙うテロにも

警戒する必要があります。

　また、現在米国で拘束中のアル・

カーイダ幹部が、在日米国大使館を

破壊する計画等に関与したと供述し

ていたことも明らかになっていま

す。

　神奈川県には米軍横須賀基地をは

じめイスラム過激派が最大の標的と

している米軍関連施設が多数存在し

ているほか、参加国の権益等を標的

としたテロの発生が懸念されます。

　警察では、テロの未然防止対策を

強力に推進していますが、テロを未

然に防止するためには町民の皆さん

の理解と協力が不可欠です。身の回

りで、外国関連施設周辺を用もない

のに徘徊するなど、おかしいと思う

ようなことがあれば、どんな小さい

ことでも結構ですので、最寄りの警

察署や交番・駐在所まで連絡をお願

いします。また、警察官の聞き込み

等にご協力をお願いします。
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８月６日（木）、８月７日（金）
に葉山港にて葉山町セーリ
ング協会、葉山消防署、
ジュニアリーダーズクラブ
の協力によりヨット体験講
座が開催されました。両日
とも天気にめぐまれセーリ
ング協会ジュニアレーシン
グチームの指導で２８人の参
加者はみな一人で操船でき
るようになりました！

ヨット体験講座

８月１７日～２０日の４日間、小学生を対象にイング
リッシュ・サマー・ウィークが開催されました。総
勢８４人の児童が参加しました。遊びの雰囲気の中
で楽しみながら英語の学習。来た時には「Hello ！」、
帰るときに「See you ！」、みんな自然に言えるよう
になっていました。

イングリッシュ・サマー・ウィーク


